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本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェクト

との関係 

本研究は、データ解析融合チームで開発した技術と

プログラムを、相互に連携させるソフトウェアプラ

ットフォームを構築することを目標している。その

ために、既存の商用・非商用 GUIソフトウェア及び

データベースと本チームで開発されるソフトウェア

を統合したソフトウェア環境を一つの利用形態事例

として構築している。本統合環境の開発においては、

商用ソフトウェア Cell Illustrator をモデリング・

GUI ツールとして利用し、その他に BIOBASEなど

のデータベースを利用しながら、ネットワーク推定、

データ同化、データ解析、シミュレーション、デー

タベースを生命分子のネットワークでつなぐための

プログラム開発も随時おこなっている。また、デー

タベースの調査及び本研究で開発されたプログラム

の入出力形式を Cell Illustrator のデータ形式であ

る CSML 形式に対応できるように整備を行ってい

る。さらに Java web start 技術で開発された最新の

バージョンである Cell Illustrator Online 及びその

関連ソフトウェアである SBiP を用いて、データ解

析融合研究開発チームで開発されているプログラム

の統合を進めた。 

１． 具体的な利用内容、計算方法 

 

このデータ解析融合プラットフォームはおもに

Java で作成されている本プラットフォームの解析

フローを RICC上で実行し、RICC機上でのジョブ

管理システムを完成した。 

 

２． 結果 

 

RICC 及び同様の PC クラスターマシン上で SBiP

を用いて作成したパイプラインが batch ジョブと

して円滑に実行できるようになった。 

３． まとめ 

 

RICC 上でのジョブシステムの理解を行い、SBiP

との連携ができるようにし、システム開発を完了

した。 

 

４． 今後の計画・展望 

 

終了する。 

 

５． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

 

継続しない。 

 

６． 一般利用で演算時間を使い切れなかった理由 

 

該当せず。 

 

７． 利用研究成果が無かった場合の理由 

 

該当せず。
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